
 

日常編 

1  

雪夜 「はい、今日よりこの雪夜……あなたのために生きそしていつでも死にます……主

(あるじ)、この命いつでも好きなようにお使いください 

 

2 

雪夜 「お芋の味がします……まろやかな口当りと……この軽快な歯ざわり……はむ、美味

しいという言葉だけでは浅はかすぎる……でも主、美味しいです(気持ち嬉しそう)」 

 

3  

雪夜 「……くす、私も主の笑顔が好きです……ずっと見ていたい……だからお側を離れた

くありません……今はそれでよいでしょうか」 

雪夜 「はい、主は私を好きだと言ってくださいました……私もいつかその気持ちに曇りな

く応えられるよう努めたいです」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

耳かき、按摩編 

 

1 

雪夜 「主、目隠しの布地をかけました……こうすることで余計な喧騒がなくなり落着ける

そうです……え？この布がなんだか温かいですか？……はい、私の手袋を畳んで

使いました……まだ温もりが残っているのでしょう」 

 

雪夜 「くす……主は私の匂いがお好きなようですから。本日は私の声とお耳だけを頼りに、

ゆるりとくつろいでください」 

 

 

2 ※耳かきをしながら 

 

雪夜 「……これは嬉しい、のでしょうか……しかし私はただ責務を果たしただけです……

なぜ……しばし考えてみます」 

耳の奥の耳かきのアドリブ 10秒 

雪夜 「主……考えてみましたがわかりませんでした……でもこの気持ちに偽りはありま

せん……主との約束です故……お伝えします……主が喜ぶと私も嬉しいです」 

雪夜 「あの……主はどうして微笑まれるのですか？……何か可笑しいのでしょうか……

あ……奥も終わりました」 

 

3  

雪夜 「くす、肩は特に上手いですか？……よく自分のものを揉んでおりますから……手つ

きは堂に入っているのかもしれません……あの主、どうして妙に納得されている

のですか……何か肩についてご存知なのですか？」 

 



 

耳舐め編 

 

雪夜 「主、今宵もお耳掃除お疲れ様でした……ふぅ(漏れる様な吐息)」 

雪夜 「ん……主、お耳に吐息がかかるのがお好きですか？……もっと致しましょうか？…

…はい……はーっ……はーっ……はーーっ……くす……やはり気持ちいいのですね

……お顔でわかりますよ」 

雪夜 「ふむ……では……主のお耳にそっと口付けいたします……はーっ……はーっ…は

む…ちゅっ……あ……なんとも官能的なものですね」 

雪夜 「いかがですが、はい、気持ちいいですか？……んっ、なんと蕩けたお顔を……主も

そんな顔をなさるのですね」 

左側へ 

（ちゅぱ音は舐め方や音をイメージしてアドリブしてみてください） 

雪夜 「それでは主…またこちらの耳たぶからお舐め致します……ちゅ、ちゅぱ、ちゅぱ、

ちゅぱ、ちゅぱ、ちゅぱ、ちゅぱ、ん、ちゅぱ、ちゅ、ちゅ、ちゅぱ、ちゅぱ、ち

ゅー、ちゅぱ、ちゅぱ、ちゅぴ、ちゅぱちゅぱ、ちゅぱ、ちゅぱ、ちゅぱ、ちゅ、

ちゅぱ、ん、ちゅぱちゅぱ、ちゅぱ、ちゅぱ、ちゅぱ、ちゅぱ…」 


